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 1 月下旬、古い 山の 友人 に誘 われ て「鎌

倉ア ルプ ス」とや らに 出か けた 。古 い友

人と いっ ても 実は 女性 （オ バサ ン？ ）。

お互 い人 畜無 害の 年頃 であ る。  

 鎌 倉は 、頼 朝が 難攻 不落 の要 域と して

この 地を 選ん だと おり 山が 多い 。そ の

山々 を連 ねる ハイ キン グコ ース が幾 つ

か整 備さ れ、その 一つ 、建 長寺 の裏 山を

連ね て縦 走す る天 園ハ イキ ング コー ス

が、別名・鎌倉 アル プス の愛 称で 、市民

の人 気を 集め てい る。移動 高が 日本 列島

の真 上に 居座 った 好日 の午前 10 時 半、

JR 北鎌 倉駅 を出 発し た。 ガイ ドブ ッ ク

の多 くは 、拝 観料 を払 って 建長 寺の 境内

から 入山 する コー ス を 紹 介 し て い る が 、

我々 は明 月院 経由 の一 番長 い縦 走コ ー

スを 選ん だ。北鎌 倉駅 から 建長 寺方 向に

歩き 、踏 切を 渡っ て直 ぐ左 折し 明月 院方

向に 向か う。アジ サイ 寺で 有名 な明 月院

は季 節に は大 勢の 観光 客で 賑わ うが 、今

はた だ靜 かな 佇ま いで ある 。明 月院 の門

前を 過ぎ 、程 なく 天園 ハイ キン グコ ース

の看 板を 見つ けて 登山 道に 入る 。ほ の暗

い樹 林の 中の 緩や かな 登り 。鎌 倉の 市街

が直 ぐ近 くに ある こと が信 じら れな い

よう な静 かな 山歩 きで ある。11 時 10 分、

建長 寺か ら来 る登 山道 を右 に合 わせ る

と、 俄然 登山 客

が多 くな る。 苔

むし た岩 の道 が

連な り、 結構 登

り下 りが 多い 。

中に は補 助ロ ー

プを 垂ら した 急

傾斜 の箇 所も あ

る。 さす が「 ア

ルプ ス」で ある。

十王 岩、 鷲峰 山

と過 ぎ、 最後 に

大き な岩 場を 一

登り した 所が 鎌倉 市の 最高 点・ 大平 山

(159m)。 丁度 12 時 。鎌 倉の 街並 み の彼

方、目一 杯に 相模 湾が 光り 輝く 。最 高の

眺望 。最 高点 から 一段 降り た所 に小 広い

草原 があ

り昼 食休

憩 に し た 。

連れ のオ

バサ ンの

ザッ クか

ら色 々と

食べ 物が

出る わ出

るわ 、す

っか りお

相伴 に与

った 。オ

シャ ベリ

の尽 きな

い昼 の宴も 40 分程 で切 り上 げ、 重 い腰

を上 げて 出発し 13 時、 天園 に到 着 。茶

店が あり 、傍 らに 横浜 市最 高点 (159.4m)

の看 板が ある 。こ こは 横浜・鎌 倉の 市境

の由 。後 は、瑞泉 寺に 向か って 樹林 の中

を緩 やか に下 って 行く 。天 台山 、貝 吹地

蔵を 過ぎ、 13 時 40 分 、瑞 泉寺 入口 で山

道は 終了 、以 後は 車道 歩き とな った 。途

中、鎌倉 宮に 殊勝 に参 拝し たり して 、最

後は 小町 通り の雑 踏を 観光 客に 揉ま れ

て歩 いた 。あ ちこ ちと ミヤ ゲ物 を買 いま

くる オバ サン はま だま だ元 気。よう やく

JR 鎌倉 駅到 着が 15 時 、小 春日 和の 遊山

ハイ キン グが 終了 した 。  

鎌倉アルプス－小春日和の遊山－  
 

光 り 輝 く 相 模 湾 (展 望 点 か ら の 眺 望 )  

 

 

苔 む し た 山 道  

 

ロ ー プ の あ る 山 道  

 

大 平 山 頂  

 

山 頂 直 下 の 草 原  

ロ ー プ の あ る 山 道  

 


